
図録 指定 資料名 年代 前後 所蔵

1 △ 明智光秀書状 〔元亀2年（1571）〕9月2日 個人蔵

2 ● 伝教大師筆尺牘 弘仁4年（813）11月25日 奈良国立博物館蔵

3 ● 度縁（智証大師関係文書典籍のうち） 天長10年（833）3月25日 園城寺蔵

4 ● 受戒公験（智証大師関係文書典籍のうち） 天長10年（833）4月15日 園城寺蔵

5 ● 制戒文（智証大師関係文書典籍のうち） 仁和4年（888）10月17日 園城寺蔵

6 ● 病中言上書（智証大師関係文書典籍のうち） 〔平安時代〕 園城寺蔵

7 ● 越中国官倉納穀交替記残巻 〔平安時代〕 石山寺蔵

8 ● 周防国玖珂郡玖珂郷延喜八年戸籍残巻 延喜8年（908） 石山寺蔵

9 ◎ 僧某田地売券案 永久5年（1117）3月18日 葛川明王院蔵

10 ◎ 葛川常住僧解 仁平2年（1152）正月22日 葛川明王院蔵

11 ◎ 伏見天皇綸旨 永仁2年（1294）2月18日 葛川明王院蔵

◎ 伏見天皇綸旨 永仁2年（1294）6月14日 葛川明王院蔵

12 ◎ 無動寺寺務袖判下知状 〔鎌倉時代〕9月7日 葛川明王院蔵

13 ◎ 無動寺政所下文 正応2年（1289）2月 葛川明王院蔵

14 △ 無動寺衆議下知状（03-05-0012） 元応2年（1320） 八所神社蔵

「馬日佐俵二」木簡（南志賀遺跡出土） 7世紀後半 大津市教育委員会保管

「□（天）平勝□（勝）」刻書土器　須恵器
（青江遺跡出土）

奈良時代 大津市教育委員会保管

「月月・見大光など」刻書（箆書）丸瓦（大津
廃寺）

奈良時代 大津市教育委員会保管

「嶋人」墨書土器　土師器皿（太鼓塚遺跡） 奈良時代 大津市教育委員会保管

「□（岡ヵ）三」墨書土器 土師器（近江国府 平安時代 大津市教育委員会保管

「曽麻呂」墨書土器（近江国府跡） 平安時代 大津市教育委員会保管

「南寺」墨書土器　須恵器（上高砂遺跡出土） 平安時代 大津市教育委員会保管

「南前」「一井」「一丼」墨書土器　刻書土器
灰釉陶器（上高砂遺跡）

平安時代 大津市教育委員会保管

「霊山(りょうぜん)」墨書土器　大教寺野遺跡 平安時代 大津市教育委員会保管

「錦寺」刻書土器　緑釉陶器（南志賀三丁目出 平安時代 大津市教育委員会保管

△
「立ち姿の僧侶や女性の顔・長刀など」
墨画土器　土師器（上仰木遺跡）

平安時代 大津市教育委員会保管

15 足利直義下知状 暦応3年（1340）7月26日 園城寺蔵

16 足利義詮御判御教書 文和2年（1353）2月13日 園城寺蔵

17 源實清書下案 建武3年（1336）6月19日 石山寺蔵

18 足利直義書下 建武5年（1338）3月14日 石山寺蔵

19 足利尊氏寄進状 康永3年（1344）11月16日 園城寺蔵

20 足利義詮御判御教書 観応3年（1352）閏2月29日 園城寺蔵

21 足利義満御判御教書 至徳2年（1385）5月12日 園城寺蔵

22 足利義持御判御教書 応永18年（1411）10月9日 園城寺蔵

足利義詮御判御教書 観応3年（1352）3月18日 園城寺蔵

２　戦乱の大津　－南北朝・室町・戦国時代－

※資料番号は、図録掲載番号に対応しています。
※「指定」の記号は、●国宝、◎重要文化財、□都道府県指定文化財、△市町村指定文化財を表します。
※展示期間について、期間中一部展示替えがあります。「前（前期）」は、3／1から3／23まで、「後」
は、3／25から4／13までの期間を示します。
※諸事情により、展示内容や展示期間が変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

企画展「湖都大津のこもんじょ学」展示資料リスト

プロローグ

Ⅰ　古文書が語る大津の歴史

１　仏教の聖地 大津－平安・鎌倉時代－

　古代社会と文字



23 足利直義下知状 貞和2年（1346）2月27日 園城寺蔵

24 足利直義下知状 貞和2年（1346）10月27日 園城寺蔵

足利直義下知状 観応2年（1351）2月6日 園城寺蔵

25 ◎ 青蓮院宮尊道法親王令旨 応永2年（1395）12月30日 葛川明王院蔵

◎ 室町幕府御教書案 明徳元年（1390）6月11日 葛川明王院蔵

◎ 室町幕府御教書案 応永3年（1396）10月15日 葛川明王院蔵

室町幕府御教書写 永享7年（1435）10月13日 個人蔵

26 室町幕府御教書 嘉吉3年（1443）9月 個人蔵

延暦寺三塔連署状 寛文9年（1669）3月27日 個人蔵

27 山門使節連署状 長禄3年（1459）11月日 大和文華館蔵

28 ◎ 足利義政御判御教書 明応6年（1497）11月6日 葛川明王院蔵

29 頼房置文 建武2年（1335）5月10日 京都国立博物館蔵

30 藤原用重譲状 貞和5年（1349）11月20日 京都国立博物館蔵

吉女ほか五名連署宛行状 貞治3年（1364）11月20日 京都国立博物館蔵

31 松梅院禅預補任状 長享2年（1488〕8月22日 個人蔵

△ 和邇新庄雑掌・下司龍花庄堺実検注進状案 永仁5年（1297）7月21日 和邇今宿自治会蔵

32 △ 和邇庄安養坊等連署置文 弘治2年（1556）8月10日 和邇今宿自治会蔵

33 真盛上人書状 〔室町時代〕7月27日 西教寺蔵

34 △ 六角氏奉行人奉書 永禄2年（1559）4月10日 個人蔵

35 織田信長朱印状（禁制） 永禄11年（1568）9月日 新知恩院蔵

36 ◎ 明智光秀書状 〔元亀4年（1573）〕2月14日 京都府総合資料館蔵

37 ◎ 明智光秀書状 〔元亀4年（1573）〕2月24日 京都府総合資料館蔵

38 ◎ 羽柴秀吉判物（山門再興文書のうち） 天正12年（1584）5月1日 延暦寺蔵

39 ◎ 正親町天皇綸旨（山門再興文書のうち） 天正13年（1585）3月11日 延暦寺蔵

40 ◎ 徳川家康書状（山門再興文書のうち） 〔天正13年（1585）〕9月12日 延暦寺蔵

41 ◎ 後光明天皇綸旨（山門再興文書のうち） 〔江戸前期〕9月23日 延暦寺蔵

42 ◎ 正親町天皇宸翰女房奉書 天正5年（1577） 京都国立博物蔵

43 浅野長吉判物（志賀郡代官中宛） 〔天正12年（1584）〕9月24日 西教寺蔵

44 △ 豊臣秀吉朱印状 天正19年（1591）5月 個人蔵

45 △ 豊臣秀次朱印状 〔天正20年（1592）〕2月6日 個人蔵

46 京極高次判物 文禄4年（1595）9月16日 個人蔵

47 豊臣氏奉行人連署状写 文禄5年（1596）10月15日 個人蔵

48 毛利秀包感状 慶長5年（1600）9月18日 本館蔵

49 新知恩院寺領由緒書上案 元和3年〔1617〕8月13日 新知恩院蔵

50 △ 増田長盛大津百艘船高札 天正17年（1589）2月15日 個人蔵

51 △ 新庄直頼大津百艘船高札 天正19年（1591）5月9日 個人蔵

52 △ 京極高次大津百艘船高札 文禄4年（1595）9月11日 個人蔵

△ 大久保長安大津百艘船高札 慶長6年(1601)7月2日 個人蔵

53 滋賀郡本堅田村検地帳 慶長7年（1602）9月6日 伊豆神社蔵

54 滋賀郡松本村検地帳 延宝7年（1679） 本館蔵

55 太間町宗門人別改帳 〔江戸時代〕 太間町自治会蔵

56 本堅田村明細帳 元禄11年（1698） 個人蔵

57 大萱村明細帳 安永7年（1778） 南大萱資料室蔵

58 浦役米請取状
慶長10年（1605）
～明治6年（1873）

尾花川親友会蔵

59 本堅田村免状
明暦2年（1656）
～明治7年（1874）

伊豆神社蔵

60 本堅田村諸色留帳 元禄13年（1700） 伊豆神社蔵

61 定（大萱村の村規約） 天明5年（1785）正月日 南大萱資料室蔵

62 膳所藩郡奉行触書（領内触書） 〔江戸時代後期〕7月 南大萱資料室蔵

３　復興の大津　－江戸時代－



63 扶食嘆願書（天保大飢饉） 天保7年（1836）11月17日 南大萱資料室蔵

64 新林地内遺体検見一札 文久3年（1863）4月 南大萱資料室蔵

奉拝借御金之事（将軍上洛助郷金借用証文） 文久3年（1863）7月 南大萱資料室蔵

65 内海御台場築造御用金届書 嘉永7年(1854）閏7月 本館蔵

66 大津宿制札場貼り札（藤五郎襲撃） 〔文久3年（1863）〕8月 本館蔵

67 蔵橋町永代帳
〔慶応3年（1867）
～明治19年（1886）〕

個人蔵

お札降り記録（日本国神々天降） 慶応3年（1867）霜月上旬 本館蔵

神祇局ヨリ懇願書写大津県役所届書写 慶応4年（1868） 叡山文庫蔵

68
社司返答書写
（大津県より社司御答書ニ通写・廃仏毀釈）

慶応4年（1868）7月日 叡山文庫蔵

69 □ 改暦につき達 明治5年（1872）11月15日 滋賀県蔵

70 太陽暦改暦詔書写 明治5年（1872）11月9日 叡山文庫蔵

71 □ 県名改称の達 明治5年1月19日 滋賀県蔵

74 □
滋賀県・京都府合併反対意見（府県知事意見
書）

明治14年（1881）3月9日 滋賀県蔵

75 □ 社寺宝物美術品古建築等取調の日程通知 明治21年（1888）4月26日 滋賀県蔵

大津事件記録謄本・謀殺未遂津田三蔵訴訟記録 明治24年（1891） --

76 市制施行申請書 明治30年（1897）12月27日 大津市蔵

ライシャワー書簡 昭和41年（1966） 叡山文庫蔵

77 大津市史掲載資料謄写本 〔昭和時代〕 本館蔵

林屋辰三郎自筆原稿「大津市史」 昭和50年代 本館蔵

大津代官触書 天和3年～貞享元年 源氏社蔵

□ 滋賀県文書礼式・鈴印式 明治7年～9年 滋賀県蔵

書札礼付故実写 江戸時代 叡山文庫蔵

「善（ヵ）」銅印（大谷南遺跡出土） 平安時代 大津市教育委員会保管

版刻花押 （江戸時代） 個人蔵

72 大津県印 明治時代 滋賀県蔵

73 □ 常備金の儀ニ付心得方問合わせ回答 明治時代 滋賀県蔵

□ 滋賀県印譜 明治時代 滋賀県蔵

補修紙 -- 坂田墨珠堂

古文書補修道具 -- 坂田墨珠堂

越中長誦田地売券 文安２年（1445）4月29日 個人蔵

78 源義経書状 〔平安時代後期〕7月21日 大和文華館蔵

79 脩明門院廰下文 建長6年（1254）4月日 大和文華館蔵

80 旬所下文 正応元年（1288）5月17日 大和文華館蔵

81 光厳上皇院宣 建武3年（1336）10月13日 大和文華館蔵

82 足利義詮奥判寄進状 文和元年（1352）10月6日 大和文華館蔵

83 六角定頼書状 〔室町時代〕10月24日 大和文華館蔵

84 山科言継書状 〔天文19年（1550）〕閏5月16日 大和文華館蔵

85 聖護院門主道澄消息 〔安土桃山時代〕6月21日 大和文華館蔵

86 伊達政宗書状 〔安土桃山時代〕7月1日 大和文華館蔵

87 豪潮寛海墨跡 〔江戸時代〕 大和文華館蔵

Ⅱ　湖都大津のこもんじょ学－観る・知る・学ぶ・伝えてゆく－

〈１〉大津ではじまる－日本古文書学発祥の地？！－

〈２〉大津をまもる－禁制文書の拡がり－

〈４〉大津の近代化

〈古文書読解に挑戦〉

〈大津のサイン　－花押・印章－〉

〈古文書修復〉



88 ◎ 室町幕府奉行人連署制札 享禄2年（1529）8月22日 葛川明王院蔵

89 ◎ 六角氏奉行人連署制札 享禄2年（1529）8月25日 葛川明王院蔵

六角氏奉行人連署奉書 享禄2年（1529）8月25日 叡山文庫蔵

90 室町幕府奉行人禁制 永禄11年（1568）9月21日 新知恩院蔵

91 羽柴秀吉制札 天正12年（1584）8月 延暦寺蔵

92 △ 徳川家康禁制 慶長5年（1600）9月19日 個人蔵

93 徳川家康禁制 慶長5年（1600）9月21日 延暦寺蔵

94 板倉勝重禁制 慶長19年（1614）10月20日 石山寺蔵

95 京都所司代牧野親成禁制 寛文5年（1665）12月3日 石山寺蔵

96 御書等目録注進状 貞和2年（1346）6月1日 園城寺蔵

97 山王院大師聖教目録 貞和2年（1346）7月27日 園城寺蔵

98 御書等目録 永正9年（1512）10月6日 園城寺蔵

99 後北条氏虎印判状 弘治3年（1557）霜月15日 個人蔵

100 宗門送り一札 弘化3年（1846）8月 乗念寺蔵

101 往来手形 弘化3年（1846）5月 乗念寺蔵

102 ◎ 高倉上皇院宣（「聖教目録」紙背文書） 〔治承4年（1180）11月〕 石山寺蔵

103 北条貞時日輪堂供僧職補任状 〔鎌倉時代〕5月10日 園城寺蔵

104 ◎
紙本墨書梵字宝篋印陀羅尼
（木造阿弥陀如来立像像内納入品）

建仁3年（1203）12月8日 西勝寺蔵

105 枡屋町絵図 元禄8年（1695）10月 本館蔵

106 ◎ 北嶺修験行者起請文 永和2年（1376）4月日 葛川明王院蔵

107 藤尾九次郎起請文 永享10年（1438）3月30日 園城寺蔵

108 ◎ 敬白起請文前書 慶長12年（1607）3月7日 葛川明王院蔵

109 ◎ 敬白起請文前書之事 寛永元年（1624）10月 葛川明王院蔵

110 ◎ 御法度之事 寛永19年（1642）9月16日 葛川明王院蔵

111 新在家村百姓神文 文政9年（1826）12月21日 園城寺蔵

112 ◎ 愛子成就法（校倉聖教のうち） 天養元年（1144） 石山寺蔵

113 ◎ 孔雀経法次第（校倉聖教のうち） 保元2年（1157） 石山寺蔵

114 ◎ 十二天供次第　石山（校倉聖教のうち） 天仁3年（1110） 石山寺蔵

115 ◎ 胎蔵私記　淳祐内供筆（校倉聖教のうち） 〔平安時代中期〕 石山寺蔵

116 ◎ 大毘盧遮那経義釋巻第十　末（校倉聖教のう 安元2年（1176） 石山寺蔵

117 ◎ 佛説六字神呪王経〔版〕（校倉聖教のうち） 天喜元年（1053）8月 石山寺蔵

118 ◎ 造塔延命功徳経（校倉聖教のうち） 明応5年（1497） 石山寺蔵

119 ◎ 声明口伝（円融蔵聖教のうち） 嘉禎4年（1238）2月9日 三千院蔵

120 ◎ 音律（円融蔵聖教のうち） 永仁3年（1295）5月6日 三千院蔵

121 ◎ 調子口伝（円融蔵聖教のうち） 文保2年（1318）8月1日 三千院蔵

122 △ 大津百艘船留帳
延宝9年（1681）
～嘉永6年（1853）

個人蔵

123 公用諸事記
明和9年（1772）
～明治2年（1869）

善通寺蔵

124 △ 大津百艘船留帳
享保20年（1735）
～明治8年（1875）

個人蔵

125 ◎ 文保二年文書櫃 文保2年（1318） 葛川明王院蔵

126 △ 今堅田船大工仲間文書（03-05-0009）文書 安土桃山時代 今堅田船大工仲間蔵

127 和邇川流域旧六ヶ村共有文書
寛政11年（1799）
～平成26年（2014）

和迩川流域村共有文書

エピローグ　大津の古文書を伝えるために

〈３〉大津につたわる－流転する文書－

〈４〉大津のウラをよむ－紙背文書・裏書・墨書銘－

〈５〉大津でちかう－起請文の世界－

〈６〉大津でいのる－法灯と聖教－

〈７〉大津でかさなる－記録・帳簿の引継ぎと保管－



文書守護定書 文化6年（1809） 小野財産区蔵


